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改良型抗ウイルス光触媒
タ イ プ ： A B - 1



光触媒には2つの大きな効果があります。

まず特徴のひとつには高い酸化・分解力があります。
この酸化力を利用することで、右の写真のように汚れ
た表面に付着した有機物を分解して除去することが可
能となります。

この効果を利用して、壁紙に付着するタバコのヤニを
分解してきれいな状態を保ったりすることも可能となり
ます。

もうひとつの特徴は、親水性状態となります。外壁や
窓ガラス面を親水性状態とすることにより、汚れを浮き
上がらせながら落とす「セルフクリーニング」効果や視
界の確保などいろいろな場面で使用されております。

分解力

親水性



光触媒の表面に光が当たる場所では、有機質
で構成された汚れの成分が光触媒反応によって
分解されていきます。

この効果を使用することで、カビや苔、外壁の雨
だれによる汚れなどを分解することが出来ます。

日光及び蛍光灯の光

空気中の水分
H2O

空気中の酸素
O2

活性酸素が発生 悪玉菌や悪臭などのガス

活性酸素と接触すると酸分解

水と二酸化炭素に変化

活性酸素が発生

・OH

分解性の原理

親水性を施した表面に汚れが付いても、雨や洗浄
する時に水をかけると、汚れの下に水が潜り込み、
浮き上がらせながら水が汚れを洗い流します。

親水性の原理



M-クリーンシリーズの室内抗菌対策で使用可能な光触媒コーティング剤です。

AB-1: 

水溶性タイプ

AB-1には室内の照明で光触媒反応を示す可視光線応答型光触媒を使用している他、その
酸化チタンに抗菌・抗ウイルス機能を担持する事で、暗所でも抗菌・抗ウイルス効果が発揮
できるようになっております。

そのため、室内の場所を問わずに様々な場所に適用する事が可能となりました。

昼間は光触媒効果により強力な効果、夜間や暗所では持続的な抗菌効果を示します。



病院トイレ 手術室 電車 公共車両

アパート/

マンション
体育館/

スポーツジム



黄色ブドウ球菌(Staphylococcus aureus）
大腸菌（Bacillus coli）
緑膿菌(Pseudomonas aeruginosa

エンテロコッカス・フェカリス菌
(Enterococcus faecalis）

容器試験にて重金属など毒性が
無いことを確認しております。

室内菌やウイルスに対して、十分な効果な抗菌効果が発揮されることを確認しております。
また、乾燥後の安全性も確認しております。

抗菌試験 抗ウイルス試験
食品容器試験

SIAA抗ウイルス試験
(1) 施工直後：99.9% 不活化
(2) 劣化試験後：99.6% 不活化



外壁面洗浄又は汚れ除去
（新設は表面の汚れ除去のみ）

乾燥後、
完了

AB-1塗布
塗布量：25-30g/1㎡

基本作業フロー（室内環境）
塗布方法

ローラー塗布

刷毛塗り

低圧スプレー塗布

乾燥方法 自 然 乾 燥

乾燥時間
2 4 時 間
（2 0℃雰囲）

塗布はスプレーガンの他、

ポンプ式スプレーなどでも

塗布が可能です。


